
広島市立図書館

広島３大プロを知ろう！
広島交響楽団　サンフレッチェ広島　広島東洋カープ

　中央図書館３階の広島資料室には、広島が誇る３大プロ「広島交響楽団」「サンフレッチェ広島」「広島東洋カー
プ」に関する図書や雑誌、新聞のスクラップ、グッズなどを展示している「広島３大プロコーナー」があります。
長年収集してきた３大プロに関する資料を、一つのコーナーにまとめてアピールすることで、各団体の魅力や
情報をわかりやすく市民に伝え、広島３大プロや郷土への興味・関心を高め、愛着を深めてもらうことを目的に、
平成23年（2011年）７月にコーナーを設置し、今年で12年目を迎えます。広島資料室において３大プロに関す
る資料の収集や提供、保存に取り組むとともに、レファレンスサービス（調査・相談）を行っています。
　利用者からの「1979年にカープが優勝した時の選
手の背番号の一覧や顔写真を見たい」というお問い合
わせには、一軍公式戦出場選手の写真が載っている

『広島東洋カープ60年史』（ベースボール・マガジン
社　2009年）や球団別の背番号の系譜が年代別に記載
された『日本プロ野球背番号物語』（ベースボール・
マガジン社　2014年）などを紹介しました。収集して
きた資料を使って調べもののお手伝いもできますの
で、３大プロについて調べたいことがあれば、ぜひご
相談ください。

　また、３大プロについて知ってもらうための事業と
して、サンフレッチェ広島が優勝した年に、優勝
シャーレと各種トロフィーをお借りして展示したり、
広島交響楽団が創立50周年を迎えた平成25年（2013
年）に、記念展示を行ったりしました。広島東洋カー
プの優勝がかかった試合日には、職員有志が自前のユ
ニフォームを着用してカウンターに立つ等、応援ムー
ドを盛り上げました。表紙にロゴやキャラクターをあ
しらった広島３大プロ仕様の読書貯金通帳も作成し、
市立図書館全館・室で配布し、好評を得ています。

　今後とも「図書館に来れば広島３大プロのことは何でもわかる！」をコンセプトとしたコーナー作りを行い、
広島３大プロと連携して、広島の文化・スポーツの魅力を発信していきます。
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図書館司書がおすすめするこの１冊！

Myライブラリの新サービス！ スマートフォンでの貸出

児童書 

『鉄人衣笠』　

関谷　敏隆／文・絵

小学館　2018年

　広島東洋カープには連続出場の世界記録を塗り替
えた選手がいたのを知っていますか？ 1965年に入
団し、現役引退までの23年間、カープで活躍した衣
笠祥雄さんです。衣笠さんの持つ2215試合連続出
場という記録は、今も日本記録として残っています。
　デッドボールを受け骨折していても試合に出続
け、「鉄人」とも呼ばれた衣笠さん。若手時代の失
敗やスランプを乗り越え、大記録を打ち立てた道の
りには、信じてくれたコーチ、切磋琢磨しあったラ
イバル、頼もしいチームメイトの存在がありました。
　衣笠さんの少年時代から現役を引退するまでの野
球人生を、切り絵を用いた力強い絵で描いた伝記絵
本です。

一般書

『サンフレッチェ情熱史』

中野　和也／著

ソル・メディア　2013年

　営業収入＝強さと言われがちなプロスポーツ界の
法則からすれば、サンフレッチェ広島は中位相当。
優勝を争うクラブではないと思われていましたが、
2013年、史上４クラブ目のＪ１連覇の快挙を達成
しました。頂点に立つまでの道のりは険しく、何度
も経営危機が訪れ主力の選手を放出、Ｊ２に降格し
たこともありましたが、経営陣や監督、選手はどの
ように乗り越えてきたのでしょうか。
　サンフレッチェ広島オフィシャルマガジン「紫熊
倶楽部」の編集長が、1995年から2013年までのサ
ンフレッチェ広島の逆境の歴史を、記者目線で情熱
的に紹介しています。 

　広島市立図書館の「Myライブラリ」サービスは、図書館のホームページや館内の利用者端末（館内OPAC）
から、本の予約や貸出期間の延長、予約・貸出の状況確認などが、ご自身でできるサービスです。
　２月１日（火）からは、スマートフォンなどに貸出利用券
の番号を表示して、本を借りていただけるようになります。
操作は簡単で、Myライブラリにログインして、「利用者カー
ド」をタッチするだけです。
　窓口では、貸出利用券番号が表示された画面を提示して
ください。自動貸出機でも使えます。

※　Myライブラリにログインするには、貸出利用券の番
号とパスワードが必要です。

　　パスワードを取得されていない方は、仮パスワードを
発行しますので、各館・室のカウンターへお申し込みく
ださい。


